
理系生物「遺伝子実験」 

 

遺伝子を調べる実験に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物の遺伝子について理解を深めるため、3回にわたり、分子生物学の実験に取り組みました。 

まず、大腸菌にプラスミドと呼ばれる小さなDNAを導入する「形質転換」をおこない、続いて

PCR法という技術を用い、プラスミドに含まれる目的のDNAを増幅しました。最後に、電気泳動

をおこない、DNAを大きさの違いで分離しました。 

今回の実験では、複数の実験方法を組み合わせることで、目に見えないDNAや遺伝子について

調べる方法を学びました。また、それぞれの実験がどのようにつながっているのかを考えながら操

作をおこない、結果を観察することで、遺伝子を調べるさまざまな技術について理解を深めまし

た。一連の実験を通し、遺伝子のしくみについて学ぶ貴重な機会となりました。 


